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「意思」を持つ国際機構 
助教授 濵本 正太郎 

「意思」の重要性 
 
国際会議における全会一致原則 
 理論的根拠 
 実際的要請 
 
国際連盟 規約５条 
     その例外 
 
全会一致制のデメリット 
 
多数決制にもデメリット 
 
国連の成立 「拒否権」の観点から →条約集 
  拒否権設定の経緯 
   常任理事国が紛争当事国となっている場合の拒否権 ソ連の強固な態度 
   「ヤルタフォーミュラ」 
   サンフランシスコ会議 
    焦点 紛争の平和的処理についても（紛争非当事国たる常任理事国に）拒否権

を認めるか 
        四招請国声明 chain of events理論 
   実行における緩和 
    二重拒否権 
    棄権 
 
加重投票制の正当化 
 ・責任の多寡に対応 
 ・国際金融機構に導入 →資料 
 ・国際金融機構以外は？ 何を基準に「加重」するか？ 
 
 機構によって基準は異なりうる 加盟国の政策判断 


